
「 ２１世紀出生児縦断調査」と「２０～３０歳代男女縦断調査（仮称）」の役割分担について 
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結婚、出産及び就
業等のライフスタイ
ルの変化の過程を
継続観察することに
より、当面、仕事と
子育ての両立支援
等の少子化対策の
ための基礎資料を
得る。 

２００１年生まれの
子どもの成長・発達
の過程を継続観察
することにより、子ど
もが心身ともに健や
かに育つことができ
る家庭や地域づくり
のための基礎資料
を得る。 

調査の目的 
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縦断調査の機能 

２００２年に２０～３４
歳（調査日現在）で
ある男女及びその
配偶者を客体とする。 

結婚、出産及び就業
の状況とそれに影響
を及ぼすと考えられ
る事項。 

 

全国の２００１年に
出生した子を対象と
し、１月１０日～１７
日及び７月１０日～
１７日の間に生まれ
た子を客体としてい
る。 

子どもの将来の成
長・発達及び行動等
に影響を及ぼすと考
えられる事項。 

調査の対象 主に調査する内容 
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